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1. 移⾏全てをOne Stop Serviceとして、ご提供
するpactera Oracle Migration Servicesを、
ご提案します。

2. 移⾏後の保守は、もちろん、上記サービスと
共に、弊社が推奨する仮想基盤サービス等の
ご提案により、AIプラットフォームの構築に
近づけるサービスをご提案します。

ü データ仮想化基盤の構築を⼿掛ける中で、その
過程で、対Oracleに最適なDBMS及び、移⾏
ツールを選定。

ü 選定ツールだけでは実装し得ない⾮互換対応
部分を、弊社独⾃のツールとして開発。

ü 導⼊作業全てをOne Stop Serviceとして製品化。

ü そもそもデータを格納する⼿段でしかないデータベース⾃体に⾼額なライセンス費が掛かる。
ü データ層とアプリ層を分離するアーキティクチャが求められる中で、ベンダー依存度が⾼く、容易に分離する

ことが出来ない。
ü 他社製品に乗り換えたくても、データ移⾏までを網羅した実績のある最適なソリューションが存在しない。

弊社の取り組み 弊社からの提案

データ活⽤への投資が企業収益に直結する時流の中で・・・

弊社の取り組みと、そのノウハウから構築したソリューションをご提案します。

⼭積する課題

1. Oracleユーザーが抱える課題の考察と、その対策のご提案
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Oracle移⾏のOne Stop Service Solution

pactera Oracle Migration Servicesのご紹介

~ ⾼度なデータ分析プラットフォームの構築、AI基盤構築への道標 ~
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充実の
サポート

仮想技術と
の融合

ツール、
管理機能

タイムリー
な製品提供

テスティング
サービス

リスクの
低減

高い拡張性

迅速な開発
サイクル

リーズナブ
ルな価格

ベンダーロッ
クインの排除

独立したRDBMS
の開発基盤

POSTGRESQL
イノベーション

ENTERPRISE
信頼性

データ基盤のSpeedy
な再構築とTCOの削減

pactera
Oracle Migration services

2. pactera Oracle Migration Servicesの概念
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ü お客様のデータベース環境を整理し（アセスメント）、実装基盤の移⾏（⾮互換対応）、
テスト及び、データ移⾏（本稼働対応）と進めさせて頂きます。

専任のプリンシパル・コンサルタント、
プリンシパル・アーキテクトによる
DBMS移⾏に伴うヘルスチェックを⾏
います。
n 作業内容︓

当該Oracleが稼働するアプリケー
ションとDBMSの関係、実装され
ている各種環境のヒアリング、移
⾏のインパクトなど運⽤状況の整
理等々。

n 開⽰頂く情報︓
各種設計、構成情報など。

n ご提供物︓
アセスメント結果報告書。

１

アセスメント
弊社パッケージを利⽤した⾮互換対応
を⾏います。

n 作業内容︓
当該OracleをEDB社製Postgres
へのコンバージョンを実施します。

n 開⽰頂く情報︓
DDL、DML、DCL全ての情報。

n ご提供物︓
移⾏計画書。
移⾏⽅式設計書。
⾮互換対応済Object⼀式等々。

⾮互換対応
弊社Testing Serviceによる現新⽐較
テストを⾏い、EDBリプリケーション
機能を使ったデータ移⾏を実施します。

n 作業内容︓
実アプリケーションを利⽤した現
新⽐較テストの実施。
テスト完了後、本番データの移⾏
を⾏います。

n ご提供物︓
移⾏⼿順書。
移⾏テスト計画書・設計書
・結果報告書。
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3. pactera Oracle Migration Servicesの全体フロー

※移⾏先のDBMSは、EnterpirseDB社製 Postgresとなります。
5

本稼働対応
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3.1. pactera Oracle Migration Services（アセスメント）
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ü アセスメントにおける重要ポイント

アプリケーションを構造的に分解し、⾔語別の⾮互換対応の⽐率を把握する。

移⾏前提となるテストを論理的に検証する為の指標を作成する。

事業計画と棚卸されたアプリからリポジトリのサイジンングを⾏う。

移⾏計画の指針をまとめ、概算⾒積を作成する。

Ø ⺟体となるアプリケーションが採⽤するモデルを把握します。
Ø オブジェクト⾔語（UI側で採⽤されているJavaなど）とデータベース⾔語（SQL⾔語）での構造⽐率を把握します。

Ø ディシジョン・テーブルなどを作成することで、テストの網羅性を担保します。
Ø ユース・ケース詳細を再評価し、実務に即したテストの優先順を決定します。

Ø 基本となるハードウェア、ネットワークの設計指針をまとめます。
Ø 構成管理の諸元となるインシデント管理、変更管理の設計指針をまとめます。

Ø 移⾏計画書の頭出し(WBSの主要タスク)と、各指標の仮説となる根拠（数値化厳守）をまとめます。
Ø 移⾏全体の総⼯数を算出します。
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3.1. pactera Oracle Migration Services（アセスメント）

失敗しない移⾏作業は、何が重要か︖

アプリの全体を把握している⼈は本当にいる︖

責任者と⾔うだけで責任だけを負わされても・・・

全体の把握の仕⽅が重要

進め⽅が論理的かつ合理的で、
更に実績が重要

プロジェクト全体を運命共同体
とする発想が重要
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3.1. pactera Oracle Migration Services（アセスメント）

ü 移⾏プロジェクトでは、ディシジョン・テーブルの完成度が、
プロジェクトを成功へ導く最⼤の鍵となる︕︕

アプリケーションの全体把握と移⾏におけるカバレッジの閾値の定義

ディシジョン・テーブルの作成
因⼦の再定義

⽔準の再定義

確認項⽬の整理

期待値の再設定

機能の棚卸
機能の整理

I/O

機能別の観点

分類の仕分け

検証ポイント

検証対象

パターン

テスト項番

確認事項

テストの内容

l 業務インパクトの
⾒える化

l 移⾏可否判定の担保

l 移⾏後の機能拡張時
のテスト精度の向上
と省⼒化

機能を整理 ディシジョン・テーブルを作成 弊社では「CFD技法」を採⽤しております。
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ü ⾮互換対応における重要ポイント

互換性を⾼める為にOMAを有効活⽤する。

互換率を正しく⾒極める作業を徹底する。

⾮互換改修したプログラムがアプリケーションコア機能かの⾒極めを⾏う。

構成管理上の変更管理を徹底する。

Ø アセスメント時に分解した⾔語分解点から、⾮互換改修の概要を把握する。
Ø オブジェクト⾔語側に処理が偏っている場合は、改造量が多くなるという点を理解する。

Ø EDB Portalは、不規則なコメント記述などを正確に判読しない場合などがある。
Ø ツールが出⼒した⾮互換判定を必ず精査し、機械的に⼀括修正できる点はないか考慮する。

Ø 「想定外」として、当局⾯でアセスメントで⾒極めがつかなかったプログラムが重要な処理を担っていると判明した
場合、リスク判定の⾒直しを⾏い、ディシジョン・テーブルの⾒直しとテスト粒度の底上げを⾏う。

Ø プログラムの総棚卸を実施することになるので、構成管理のルール体系化を改めて⾏う。（⾒直すべきは⾒直す）
Ø 破棄すべき機能を精査する。

3.2. pactera Oracle Migration Services（⾮互換対応）
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1. EDB Migration 
Portal での解析

弊社にて
DDL、
DML、
DCLを評価

Oracle 
OLAP

ERP

Pro*COBOL

1.ヒアリングによる選別

4.MTKによる
DB移⾏(データ
無し)

データ無しでスキーマ定
義のみ移⾏.
ØTable
ØIndex
ØTrigger
ØView
ØSequence
ØStored Function
ØStored Procedure
ØStored Package
ØDatabase-Link

4.MTKによる
DB移⾏(データ)

テーブルのデータを移⾏

6.パフォーマンス
評価

• 事前に対象SQLを
抽出

• サーバ・サイドであれ
ば、, explain 
analyze と SQL 
Trace で⽐較

• クライアント・サイドの
応答時間であれば、
実際のアプリか何らか
の評価⽤ツールで⽐
較

6.DBオブジェク
ト以外の評価

• DBオブジェクト以外
をアセスメント
ØPro*C コード
ØJava コード
Øシェル・スクリプト
ØSQL*Loader制

御ファイル
等

2.OMAによるア
セスメント

簡単

困難

3.移⾏難易
度評価&プラ
イオリティ付け

pactera

EDBツール

データベース毎に
評価

Oracle 
OLAP

ERP

Pro*COBOL☓
5.移⾏難易度が⾮常に⾼いものは、早い

段階で、機械的な移⾏対象から外す

≒
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3.2. pactera Oracle Migration Services（⾮互換対応）

5.4の変換時にエラーとなった場合は、エラーが
解消される迄、４の処理を繰り返す

ü 移⾏作業の全体イメージ（ツール利⽤時のアプローチ）
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ü 本稼働対応における重要ポイント

テスト計画書を作成することが⽬的ではない。

EDB Postgresの機能を最⼤限活⽤する。

フル打鍵テストは、pacteraのオフショアサービスを活⽤する。

データ移⾏は、SMRを利⽤し、リアルタイムデータ移⾏とする。

Ø 計画の実⾏性が重要で、ドキュメントの記述様式など枝葉末節なことに⼒点を置かない。
Ø システムテスト全般の正規化が需要となることから、ディシジョン・テーブルは必須とする。

Ø SMRを利⽤し、テストデータ⾃体を本番機同様とすることで、現新テストの効率化を図る。
Ø テストデータ作成の⼯期を短縮することで、他の個別改修に⼯数を優先的に振り分けられる。

Ø テスト仕様上の優先度の⾼い以外のモンキーテストなどは、対投資効果の⾼いオフショアサービスを活⽤する。
Ø テスト仕様上の重要度が⾼く、優先度の⾼いシナリオ・ユースケースは、ユーザー主導で⾏う。

Ø SMRは、テスト時のデータ⽣成として利⽤するだけでなく、データ移⾏の機能としても活⽤する。
Ø 切戻し判定は、上記にて構築された移⾏先のリプリカに接続したアプリから⾏う。

3.3. pactera Oracle Migration Services（本稼働対応）
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1.環境情報
整理

2.アプリ
規模整理

3.性能調査
4.リポジトリ
設計情報調査

5.Portalで
仮検証

6.サマリ
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4. 各⼯程のタスク⼤分類について

1.Oracle
情報整理

2.⾮互換解析 3.⾮互換解析
後処理

4.EDB 変換
処理

5.EDB 変換
後処理

6.EDB 移⾏
環境確認

1.テスト
計画書作成

2.テスト
データ準備

3.移⾏先環境
構築

4.リプリカ
環境まとめ

5.アプリ
改修作業

6.移⾏先
アプリ環境

構築

7.現新⽐較 8.移⾏判定会 9.移⾏前処理 10.移⾏処理
11.切替・
切戻し判定

12.移⾏
後処理

アセスメント

⾮互換対応

本稼働対応
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5. ⾮互換対応に関する実証値

EDB OMA実施直後の状況 変換率 機械化及び、エンジニア対応の棲み分け実施

変換対象 対象件数

成功した件数 ⾮互換その１

コーディング
ルールの違い

⾮互換その２

ルールの違い
の影響

⾮互換その３

Oraclのみに
存在する命令

⾮互換その４

syntax_err
or

⾮互換その５

その他

MTK及び、
弊社前処理ツール
を利⽣した場合の
最終的な変換率

前処理を当てず
に変換を⾏った
状態
MTK使⽤

⾮互換その１
コメント書き
⽅Postgres
寄せ正規化

⾮互換その２
pkg_type⼀
本修正する

⾮互換その３
配列変数対応

⾮互換４、５
個別対応

SYNONYM 439 439 100.00% 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
SEQUENCE 235 234 1 99.57% 99.57% 0.00% 0.00% 0.00% 0.43%
TYPE 12 2 10 16.67% 16.67% 0.00% 0.00% 0.00% 83.33%
TABLE 1236 1218 18 98.54% 98.54% 0.00% 0.00% 0.00% 1.46%
INDEX 4 1 3 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% ー
VIEW 6 6 100.00% 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
PROCEDURE 1162 184 53 695 195 14 21 96.99% 15.83% 4.56% 59.81% 16.78% 3.01%
FUNCTION 86 86 100.00% 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%
PACKAGE 139 55 48 14 20 1 1 98.56% 39.57% 34.53% 10.07% 14.39% 1.44%
PACKAGE 
BODY 21 21 100.00% 100.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

ü 代表的な弊社変換実績例

l ⼤規模パッケージシステムのOralceをEDB Postgresに移⾏する際に⾏った変換率サマリ。
• 競合他社の変換率が全体で60％、PROCEDUREに⾄っては、ほぼ変換不能という製品しか選択肢がない

状況下で、弊社ソリューションを提案。
• 上記の変換結果及び、SMR利⽤によるデータ移⾏時のダウンタイムレスのプランを提案。

EDB Portal での評価 pactera tool + EDB MKTによる変換率
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6. 従来の移⾏⽅式との⼯数⽐率と効果

アセスメント

18％

⾮互換対応 42％

テスト 20％

データ移⾏ 8％

移⾏後不具合対応

12％

従来の移⾏⼯数⽐率

アセスメント

36％

⾮互換対応 15％

テスト 42％

データ移⾏ 5％

移⾏後不具合対応 2％

当サービスでの⼯数⽐率

l 精度の⾼い互換ツールの利⽤により圧倒的な品質の向上と本稼働後の障害発⽣リスクを低減。

• 従来、⾮互換改修に割かれていた⼯数を充実したアセスメント（設計含む）とテストにシフト。
• 従来型の移⾏設計は、⾮互換改修が設計のメインとなる場合が⼤多数だが、当サービスでは、本来の

アプリケーションの現新移⾏テスト設計をメインに実施。
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ECONOMIC REASONS

Source: IDC: The Economic and Business Advantages of 
EnterpriseDB Postgres Database Solutions, 2016
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Fax: 03-3520-9868
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